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論文内容要旨

 いわゆる心肥大の発生機序,形態学,生化学,病態生理学に関しては,現在表お・多くの問題,点が

 残されている。心筋組織の生後の成長齢よび心肥大にいたる過程については,従来,心筋細胞は分

 裂増殖を行なわないとされていたが,最近の見解では,むしろ分裂増殖の可能性が認y)らlh.る傾向

 を示している。すなわら,Kar8ner(1925年),Loτe(1948年)は心筋線維の太さ

 を演廿定づ一ることにより,またSumゑθr(196ろ年〕は'乙・筋DNA量をr浜想定することにより,・ひ

 肥大は個々の心筋細胞の肥大Kよるもので,心筋細胞の分裂増殖は関与しないと述べているが,こ

 れに対し,近年NGrman,Capers,Grilnm,佐々木らは心筋1)}1Aに関する研究により,また

 M'acMa亘Oll,Overy,佐々木らは,Auじoraα10graphy知よびMiじ08i8に関する研

 究により,心筋細胞の分i裂増殖の可能性を主張している。一方,組織計測的研究においても,哺乳

 動物の心筋の成長に関して,やはり分裂増殖の可能性のあることが報告されている。

 私は,本学病理学教室の剖検によって得られた24例のヒトの左心竃壁心筋について,個々の心

 筋斌び間質細胞核に含熱るDNA量の瀬微分光光度灘砿る損掟・や脚。ロ皿9に含細る
 D層A量の化学的定量、私の考案した細胞数計測法による心筋単位体積中の心筋および閥質細胞数

 の計測,心筋細胞の太さの計測知よび長さの算定を行ない,これらの測定値の相互間の関連'匪K基

 ずいて,心重量の大小の差が伺によって生じるかを検討し,また,心腎疾患例と悪怯厘場その他疾

 患例について比較検討して,次の結果を得た。

 1)個々の心筋細胞核痴よび間質細胞核に含まれるD}可A量は,心重量,細胞の種類,個体の区
一員

 別にか＼わらず一足で,そ・の絶対量はO.9～1.1x旬'gである。

 2)心筋100mgに含まれるDNA量は60～1807で,心筋単位体積中の細胞総数と.,相

 関係数ロ.85,P<0.田で,非常に有意の正の相関を示したが,このことは、個々の細胞核に含

 まれるDNA量が一定であることからも合理的であると考えられる。疾患別の比較では,心腎疾患

 例のDNA童平均値は85.5r/100mgであり,悪性腫瘍その他疾患例のそれは108.97/

 10日mgであう,両老(D問一〔は,P<0.05で,有意差が認められた。左心室重量より求めた左1

 心室総DNA量は,左心室重量と,相関係数0.8ろ,P〈0.01で,非常に有意の正の相関が認め

 られ,このことは,左心室重重の増加にはDNA合成が関与していることを示すものと考えられる。

 3)体積4x1バノの心筋に含まれる心筋細胞数と心重量との関係をみると,心重量400g

 を越えるものでは,単位体積中の心筋細胞数は比較的…定てあるが,4009以下のものでは,特

 定の関係は認められなかクた。これを疾、懲別にみると,悪性痙蕩の9例は,単位体積中の心筋細胞
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 と心重量との間に,相関係数一〇・93,P<0.田で,負の相関を示すが,心腎疾患例は有意の相

 関を示さず,平均約旬日/4x相6μ3の線に並ぶものと考えられる。また,悪性腫隔その他疾

 患例の平均値1引52/4x⑩6μ3で,心腎疾患例に比べて,単位体積中の心筋細胞数は多く,

 P〈α01で,有意差が認められた。これらの結果から直らに明確な結論を下すことは困難である

 が,悪・臨庫瘍例では,心筋細胞の萎縮が起こり,心重量の小さいものほど,単位体積中の心筋細胞

 数は多く,これに対して,心腎疾患例では心重量の変化にか㌧わらず,心筋細胞容積にはあまり変

 化がないものと想像される。単位体積中g間質細胞数は心重量諭よび疾患との間に特定の関係を示

 さなかつ九。心重量より換算によって求めた心筋診よび間質細胞総数は,共に心重量と,非常に有

 意の正の相関を示したが,このことけ,心重量の増加には,心筋細胞数の増加とある程度それに見

 合つた間質細胞数の増加が伴うことを示すものと考えられる。

 4〕心筋細胞の太さは心重量との間に特定の関係を示さなかったが,心腎疾患例の心筋細胞の太

 さの平均値は598μ2・悪性腫瘍その他疾患鰍のそれは226μ2であり・両者の閲には・Pく
 0.01で,有意差が認められた。しかし,長さについては,一⑳傾向は認められなかった。

 以上を要約すると,心重量の増加には,DNA合成器よび細胞数の増加が関与するものと考えら

 れ,心腎疾患例の心筋細胞が,悪性唖膓その他疾患例に比べて明らかに太いことから,いわゆる心

 肥大にはHypgrヒrOPhyのみたらず,Hyperplasiaが関与するものと考えられる。
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 審査結果の畏旨

 著者は,本学病理学教室の剖検によつて得られた24例のヒトの左心室壁心紡について,個々の

 心筋むよび間貫細胞核に含ま九るD逼A最の}、頁微分光光度決による測定,心筋10解9に含まれるDAN

 量の化学的定量.著者の考案した・劃胞数計測法による心筋単位体積中の心筋蔚よび間質細胞,孜の計

 測,心筋1田胞の太さの計測かよび長さの算定を行ない,これらの測定値の相互間の関連性に基ずい

 て,心重量の大小の差が何によって生じるかを検討し,また.心腎疾患例と悪性腫瘍その他疾患例

 について比較検討し、次の結果を得ている。

 '1)個々の心筋細胞核むよび間質細胞核に含まれるDNA量は,心重量.細胞の種類,1固体の区別

 にか、わらず一定で,その絶体i冠は,0,9～1・窪X10-119である。

 2)心筋1DO昭に含まれるDNA量は60～荘80γで,心筋単位体積中の細胞総数と,相関係

 数0.85.P<0.01で,非常に有意の正の,烈謁を示した。疾患別の比較では,心腎疾患例の

 DNA量平均値は85.5r/100刀1♀であり,悪性唾瘍その他疾患例のそれは108.91/100解

 であり,両者の間には,Pく0.05で有意差が認められた。左心室重量より求めた左心室硲DNA

 量は,左心室重量と.相関係数0.35,Pく0.01で,非常に有意の疋の相関が認められた。

 5)体積4×106μ5の心筋に含まれる心筋蹴包数と心重量との関係をみると,心.重量400憂を

 越えるものでは,単位体積中の心筋細胞数は比較的一定であるが,400夢以下のものでは,特

 定の関係は認められ,なかった占こ:托を疾患別1てみると,悪性・,重傷の9・例は,.単位体積中の心筋細

 君包と心重量との間に,相関イ系数一〇.95,]Pく0、01で,負の相i男を示・すが,'ひ腎疾患伊iは有'意

 の櫓封を示さず,平均約100/4×106μ5の線に並ぶものと考えられる。また,悪性随傷そ

 の他疾患例の平均値は152■4x106μ5で,心腎疾患例に比べて,単位体積中の心筋細胞数

 は多く,Pく0.01で葺有意差が認められた。

 4)心筋細胞の太さは心重量との間に特定の関係を示さ左かつたが,心腎疾患例の心筋細胞の太さ

 の平均1直は398μ2享悪1翻重傷その他疾患例のそれば226μ2であ1,、両者の間には,P<

 0・01で踵有意差が認、められた。

 以上を要約すると,心重量の増加には,DNA合成寿よび細胞数の増加が関一与するものと考えら

 れ,心腎疾患例の心筋細胞が,悪1生画覇その他疾患例に比べて明らかに太いことから,いわゆる心

 肥大にはHypertrOphyのみたらず,Hyp6rplasiaが関与すると主張している。

 したがって,太論文は学位を授与するに直するものと認めろ。
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